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西
欧
の
近
代
神
経
心
理
学
は
、
甸
．
］
・
の
畠
の
頭
蓋
学
的
局
在
論

（
屍
ご
‐
ら
）
を
検
証
し
よ
う
と
し
た
も
煙
巳
犀
○
８
（
屋
隠
‐
望
）
に

よ
る
「
構
音
言
語
の
座
」
（
今
日
の
卑
○
８
言
語
領
野
）
に
関
す
る
剖

検
例
（
屍
目
と
と
も
に
始
ま
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る

が
、
彼
の
用
語
《
《
ｇ
筬
目
の
》
》
に
か
え
て
大
先
輩
の
シ
、
弓
目
こ
の
‐

の
①
目
（
勗
皀
‐
＄
）
が
提
案
し
た
倉
ｇ
ｇ
の
耐
》
》
（
屍
霞
）
の
訳
語
「
失

語
」
、
そ
の
他
の
神
経
心
理
学
・
失
語
学
の
邦
訳
語
の
由
来
に
か
か

わ
る
事
情
は
意
外
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
（
大
橋
「
失
語
・
失
行
・

失
認
」
こ
ぎ
、
神
山
、
他
「
日
本
失
語
症
文
献
集
成
」
ら
目
な
ど
）
。
筆

者
の
調
査
で
は
、
東
大
医
学
部
教
授
（
後
に
医
学
部
長
）
を
勤
め
た

三
宅
秀
（
屍
畠
‐
ご
認
）
が
口
述
（
久
保
美
昌
保
筆
記
）
し
た
「
神

経
系
診
断
法
及
び
産
科
学
」
（
届
認
）
は
明
治
維
新
（
畠
溌
）
以
後
に

日
本
人
の
手
に
な
る
初
期
の
神
経
学
手
引
書
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

６
本
邦
に
お
け
る
神
経
心
理
学
用
語
（
「
失
語
」

な
ど
）
の
起
源

濱
中
淑
彦

こ
れ
に
《
笛
①
昌
日
さ
（
呈
巨
①
宮
⑦
ご
〕
《
国
四
①
巴
国
許
ざ
ざ
（
己

屋
①
函
①
葛
ゞ
《
《
ど
巴
国
》
と
鑑
別
さ
れ
る
「
失
語
シ
ｇ
閉
園
」
（
原
語
は

ラ
テ
ン
語
）
が
「
言
語
の
中
枢
」
の
概
念
と
と
も
に
登
場
す
る
の
が

印
刷
さ
れ
た
最
初
の
学
術
用
語
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
一
八
七

二
年
以
降
彼
が
ド
イ
ツ
人
教
師
（
弓
．
回
国
鳥
目
目
邑
．
Ｐ
．
Ｆ
シ
，
言
閏
‐

己
目
白
．
恩
の
旨
）
の
内
科
学
講
義
で
通
訳
を
勤
め
た
事
情
と
も
無

関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
森
鴎
外
（
畠
ｓ
‐
ら
圏
）
が
学
習

ノ
ー
ト
「
語
彙
材
料
」
含
認
里
麗
）
に
「
失
語
シ
９
画
の
園
」
と
筆
記

し
た
の
は
三
宅
の
講
義
・
著
書
に
よ
る
。

そ
の
後
、
大
阪
医
学
校
の
大
西
鍛
の
失
語
論
（
勗
麗
）
に
「
不

共
同
性
・
知
覚
性
・
健
忘
性
失
語
症
四
国
冨
厨
ｇ
臭
の
の
房
○
号
ｇ
里

四
日
吊
牌
尉
呂
①
Ｐ
ｇ
閉
庸
ゞ
不
全
失
語
顧
国
目
尉
討
〕
精
神
盲
、
精

神
聲
一
領
義
中
枢
、
綴
訶
中
枢
」
な
ど
の
訳
語
が
登
場
し
、
渡
辺

栄
吉
が
岡
山
で
発
表
し
た
「
皮
質
運
動
性
失
語
」
症
例
報
告
（
屍
麗
）

に
続
い
て
、
国
．
国
開
冒
（
民
ら
‐
己
邑
が
「
鼈
氏
内
科
学
下
巻
」

（
屍
置
”
竹
中
成
憲
、
本
堂
恒
次
郎
、
馬
島
永
徳
訳
）
に
「
失
忘
性
・

失
調
性
・
意
識
的
失
語
・
語
聾
四
ヨ
ョ
①
昌
閂
房
両
国
一
ａ
閂
胃
肘
①
弓
‐

の
○
国
①
房
シ
９
ｍ
鰹
里
弓
○
昌
目
ｇ
の
言
同
語
冒
○
国
目
冨
既
の
ゞ
変
語

臨
国
真
田
里
①
．
書
字
不
能
シ
四
眉
冨
①
ゞ
読
字
不
能
ど
①
〆
討
ゞ
擬
態
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不
能
Ｐ
目
目
①
ゞ
精
神
盲
シ
ｐ
３
ｘ
房
》
艀
①
庁
号
冒
昏
里
匡
を
記
載

し
た
。
呉
秀
三
（
畠
＄
‐
己
稔
）
の
「
精
神
医
学
集
要
上
巻
」
（
屍
震
）

に
は
「
外
言
語
の
障
擬
己
湧
閏
吾
凰
①
」
と
区
別
さ
れ
る
「
内
界
言

語
の
障
擬
口
湧
目
閉
肘
」
と
し
て
「
運
動
性
失
語
日
ｏ
８
１
門
馬

シ
９
国
里
①
．
感
覚
性
失
語
の
ｇ
の
○
国
印
目
①
シ
目
四
里
①
》
健
忘
性
失
語

巴
冒
］
閉
Ｒ
ｎ
胃
少
昌
画
望
①
】
完
全
失
語
症
８
３
］
①
少
冒
四
辺
の
」
、
「
語

盲
症
君
昌
守
盲
目
農
ゞ
語
聲
症
雪
日
詳
ｇ
ｇ
ｇ
こ
の
訳
語
が
み

ら
れ
る
が
、
Ｆ
再
ロ
ロ
鴨
砦
冨
里
の
砲
四
国
ｇ
囚
凰
①
ゞ
鈩
唱
呂
巨
①
は
未

だ
「
伝
達
生
失
語
、
言
辞
倒
錯
症
、
不
能
書
写
症
」
で
あ
り
、
愛

知
医
学
校
の
川
原
汎
（
屍
＄
‐
己
屋
）
の
「
内
科
彙
講
叩
神
経
系

統
篇
」
（
屋
君
）
に
い
た
っ
て
「
発
言
中
枢
、
語
響
中
枢
、
運
動
的
．

失
調
的
失
語
、
認
識
的
失
語
」
の
他
に
「
錯
語
、
失
害
、
失
読
」

が
登
場
し
、
図
式
、
符
号
脱
失
炉
望
日
９
房
〕
カ
ン
ト
の
符
号
機

能
、
失
識
酔
器
目
①
な
ど
、
現
代
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
幾
つ
か
の

重
要
な
訳
語
と
概
念
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
右
利
交
叉
性
失
語
症
例

す
ら
記
載
さ
れ
た
。
か
く
し
て
今
世
紀
初
頭
に
「
神
経
学
雑
誌
」

（
ご
ｓ
）
が
創
刊
（
三
浦
謹
之
助
、
呉
秀
三
）
さ
れ
、
今
村
新
吉
の

ヴ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
イ
ヌ
の
脳
梁
切
断
実
験
（
盟
眉
の
易
ン
『
の
三
ぐ

色
ｇ
遙
謂
小
曽
》
ご
畠
）
、
浅
山
忠
愛
に
よ
る
日
本
語
失
語
の
特
性
論

（
己
届
陣
ロ
①
具
の
ｇ
①
め
睦
月
三
ぐ
昏
局
固
目
の
ｇ
①
旨
①
島
国
言
》
巨
砕

闇
甲
紹
虫
己
匡
）
な
ど
を
も
っ
て
独
自
の
研
究
発
展
へ
の
道
が
準

備
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
当
時
の
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
こ
の
間
、
。
、
弓
関
昌
ｏ
雨

の
↑
ご
囚
呂
冨
四
駕
扁
の
目
白
胃
○
日
四
〕
８
員
巨
①
×
》
》
（
易
且
）
、
少
．

悶
巨
の
①
日
回
巳
の
《
《
目
①
普
国
８
ｍ
忌
日
侭
①
。
》
》
（
届
弓
）
な
ど
が
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
国
儲
一
国
も
本
邦
の
著
者
ら
も
、
こ
れ
ら
の
著
作
に

直
接
、
全
面
的
に
依
拠
し
た
記
述
を
行
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
賃
即
○
８
》
・
と
食
言
①
【
昌
烏
①
ど
の
名
前
も
三
宅
「
人
名
医
語
辞

典
」
（
勗
程
）
、
呉
（
屍
震
）
に
い
た
っ
て
初
め
て
登
場
す
る
よ
う
で

あ
る
。
呉
以
外
は
参
考
文
献
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
い
か
な
る
原

典
を
参
照
し
た
か
は
今
後
更
に
検
討
が
必
要
な
課
題
で
あ
る
。

（
資
生
会
八
事
病
院
）


